
様式 1 

平成２４年 ８月 １日 

 （報道タイトル）新しい運動ニューロン病の原因遺伝子を発見 

―筋萎縮性側索硬化症（ALS）の病態解明にもつながる成果― 

 

（報道概要） 

日 時 ： 平成２４年８月３日（金）14時～15時 

 

発表者 ： 東京大学医学部附属病院 神経内科   辻 省次 

       同上                 石浦 浩之 

       同上                 三井 純 

       徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 

臨床神経科学（神経内科）     梶 龍兒 

 

会 場 ： 東京大学医学部附属病院 

 最先端臨床研究センター（ゲノム医学センター） 

2階 会議室 

 

 ※詳細は別紙を参照ください。 
 

近位筋優位遺伝性運動感覚ニューロパチー（Hereditary motor and sensory 

neuropathy with proximal dominant involvement, HMSN-P）は、日本に多い遺

伝性の運動ニューロン病の一つで、成人期に発症し近位筋（体の中心部に近い

筋肉）で顕著にみられる筋力低下が主な症状です｡進行期には四肢末端の軽度の

感覚の障害を伴うことがあるものの、その中核的な病変は運動ニューロン（運

動神経細胞）の進行性の変性で、同じく運動ニューロン病の一つで難病とされ

る筋萎縮性側索硬化症（ALS）との類似性が指摘されてきましたが、長らく原因

遺伝子が不明でした。今回、東京大学医学部附属病院 神経内科（教授 辻省次）

と徳島大学病院 神経内科（教授 梶龍兒）との共同研究で、次世代シーケンサ

ーを駆使することにより、HMSN-Pの原因遺伝子が TRK-fused gene (TFG)である

ことを世界に先駆けて発見しました。また、HMSN-Pと ALSとの間には共通した

運動神経細胞死のメカニズムが存在することも見出され、本研究は運動ニュー

ロン病の病態機序の解明に寄与するものと考えられます。 

お問い合わせ先 

部局名  徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 

責任者  大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 教授 梶 龍兒 

担当者  医歯薬事務部総務課総務係 福川 

電話番号 ０８８－６３３－９９８６ 

メールアドレス  isysoumu1c@tokushima-u.ac.jp 


